
“底上げ春闘”こ れからが本番！

 〜キーワードは持続性・月例賃金・広がり・底上げ〜

神津会長の

で行こう！

た
ち
の「
底
上
げ
」の
た
め「
共
同
宣
言
」を
採
択
し
た
。

こ
れ
は
６
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
傘
下
企
業
に
働
く
人
た
ち
は
、
必
ず
し

も
連
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
連

合
は
未
組
織
を
含
め
た
す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
の「
底

上
げ
」と「
広
が
り
」に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
も“
底
上
げ
春
闘
”の
最
大
の
肝
で
あ
る
。
連
合

は
す
べ
て
の
働
く
人
の
た
め
、
広
く
社
会
に
開
か
れ

た
取
り
組
み
と
し
て
、
４
月
４
日
〜
６
日
に
は
集
中

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
特
設
す
る
。
こ
れ
は
中
小
企
業
で

働
く
人
の
み
な
ら
ず
、
中
小
企
業
経
営
者
の
相
談
も

広
く
受
け
付
け
る
。
ぜ
ひ
経
営
者
の
方
々
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

─
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」も

同
じ
思
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
全
国
で
展
開
し
て
い
る
。
地
域
の
活
性
化

に
は
地
場
の
中
小
企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
と
の
思

い
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
方
連
合
会
と
地
域
の
経
営

者
団
体
、
行
政
、
有
識
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
同
じ
ス
テ

ー
ジ
に
立
ち
、「
労
働
組
合
が
何
を
要
求
し
、
ど
ん
な

交
渉
を
し
て
い
る
の
か
」を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
経
営
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
未
組
織
労
働
者

へ
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　

い
よ
い
よ
春
本
番
で
あ
る
。

　
“
底
上
げ
春
闘
”の
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
た
め
て

ス
タ
ー
ト
を
切
る
！

（
3
月
17
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

問
題
を
抱
え
る
中
で
、「
人
へ
の
投
資
」が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
企
業
規
模
や
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
働

く
人
々
の
活
躍
で
き
る
場
と
適
正
な
処
遇
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
働
く
人
々
の
尊
厳
の
維
持
と
企
業
の
存

続
と
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

大
手
追
従
・
大
手
準
拠
の
構
造
を
改
革
し
、
賃
金

の
絶
対
水
準
に
こ
だ
わ
る
交
渉
を
進
め
て
い
こ
う
。

─
す
べ
て
の
働
く
者
の「
底
上
げ
」に
つ
な
げ
る
べ
く
、

社
会
的「
広
が
り
」の
あ
る
運
動
が
肝
で
す
ね
。

　

今
次“
底
上
げ
春
闘
”に
お
い
て
、
連
合
と
し
て
初

め
て
中
小
企
業
の
経
営
者
団
体
で
あ
る
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
と
、
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
中
小
企

業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。
さ
ら
に
、
派
遣
業
界
の
経
営

者
団
体
で
あ
る
日
本
人
材
派
遣
協
会
お
よ
び
日
本
生

産
技
能
労
務
協
会
と
、
派
遣
・
有
期
雇
用
で
働
く
人

は
そ
う
し
た
社
会
的
責
任
と
役
割
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
」と
い
う
認
識
が
共
有
化
で
き
た
。
こ
の
認
識
を
、

労
働
組
合
の
な
い
企
業
に
も
一
層
浸
透
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

日
本
は
深
刻
な「
格
差
社
会
」に
陥
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
今
次
闘
争
で
は「
大

手
追
従
・
大
手
準
拠
か
ら
の
脱
却
」を
さ
ら
に
明
確
に

打
ち
出
し
た
。
先
行
組
合
で
は
、
親
会
社
や
発
注
元

企
業
を
上
回
る
回
答
を
引
き
出
し
た
組
合
も
増
え
て

い
る
。

　

日
本
企
業
の
99
・
7
％
が
中
小
企
業
、
ま
た
日
本

で
働
く
人
の
7
割
が
中
小
企
業
の
社
員
だ
。
日
本
の

産
業
・
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
で
働
く
仲
間
た
ち

の
処
遇
改
善
な
く
し
て
、
日
本
経
済
の
成
長
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
が
生
み
出
し
た

付
加
価
値
が
、
生
み
出
し
た
労
働
者
の
も
と
へ
適
正

に
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
、
好
循
環
は
と
て
も
実
現
で

き
な
い
。
超
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う
構
造

─“
底
上
げ
春
闘
”と
銘
打
っ
た
2
0
1
6
春
季
生
活

闘
争
、
3
月
16
日
に
第
1
先
行
組
合
の
ヤ
マ
場
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
に「
賃
上
げ
の
輪
」を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
今
年
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者
と
呼
称
さ
れ
る
人
た
ち
の

雇
用
の
安
定
と
処
遇
改
善
を
強
め
て
交
渉
し
て
き
た

結
果
、
3
月
16
日
段
階
で
は
、
正
規
・
非
正
規
の
同

時
決
着
を
は
じ
め
、
時
給
な
ど
の
賃
金
改
善
で
は
昨

年
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
。

　

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
持
続
性
」「
月
例
賃
金
」に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、
例
年
に
も
増
し
て
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
せ
め
ぎ
合
い
交
渉
し
た
結
果
、
一
昨
年
、
昨
年
に
続

き
3
年
連
続
、
月
例
賃
金
改
善
の
回
答
を
引
き
出
し

た
。
今
後
の
交
渉
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
大
き
な
成
果

で
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
引
き
続
き
中
小
組
合
や
非
正

規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ「
広
が
り
」を
も
た

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
行
組
合
の
月
例

賃
金
改
善
の
継
続
が
な
さ
れ
た
2
0
1
6
春
季
生
活

闘
争
は
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。「
広
が
り
」「
底
上

げ
」の
実
現
に
向
け
て
、
連
合
・
構
成
組
織
・
地
方
連

合
会
が
一
体
と
な
っ
て
闘
争
を
進
め
て
い
く
。

─“
底
上
げ
春
闘
”の
本
番
は
こ
れ
か
ら
。
中
小
組
合

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
…
。

　

2
0
1
4
春
季
生
活
闘
争
以
降
の
取
り
組
み
を
通

じ
、「
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
に

は『
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
』が
必
要
で
あ
る
」「
労
使

中小企業で働く労働者・
中小企業経営者のための
集中相談ダイヤル
0120-593-797

 4月4日㊊
〜6日㊌

共同宣言を採択（左：人材協、右：技能協）

中小企業家同友会
全国協議会と懇談

全国中小企業団体中央会と懇談
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